
　この夏も、昨年を更に上回る実績が期待されている海外旅行。

　リーマンショック、東日本大震災という２つの危機を経て、マーケットは15年近く続いてきた低迷から脱却し

つつあるかのようです。そこで今年の海外旅行動向シンポジウムでは前半の第１部でこの大きなトレンド転換に

焦点をあて、２つのクライシスがマーケットに引き起こした変化を徹底分析するとともに、今後予想されるシナ

リオについて考えます。

　また海外旅行マーケットの将来を論じる際、現在、急速に重要性を増しているのがLCC（ローコストキャリア）

の存在です。LCCの参入は果たしてマーケット全体のパイ拡大に結びつくのでしょうか。シンポジウム後半の

第２部ではLCCの参入によって大きく変化した海外の幾つかのマーケットについて分析するとともに、航空ビジ

ネスとオンライン流通の問題に詳しい㈱航空経営研究所の牛場春夫氏と、わが国の主要海外旅行デスティネ

ーションの中で、唯一、LCCの座席供給シェアが過半数を占める、オーストラリア政府観光局の堀和典日本局長を

パネリストにお招きして、日本市場で今後起こりうる変化について議論します。

　今後の旅行マーケットを考える貴重な情報満載です。皆様のお申し込みをお待ちしています。

ご 案 内

◆参 加 費：一般 13,000円　 賛助会員 11,700円
＊お申し込みの方には、参加証と請求書を郵送いたしますので、事前にお振込を
　お願いいたします。参加証は、当日は受付にお渡しください。

◆募集人員：80名
＊お申し込みの方には当財団オリジナルの海外旅行動向解説レポート『マーケット・
　インサイト2012』（シンポジウム当日発行予定）を差し上げます。日本語版か英語版
　どちらかをお選びいただけます。 詳しくは下記ウェブサイト申込欄をご覧下さい。
＊ご参加いただいた方には、第一部で上映したスライドの無料ダウンロードサービス
　がございます（シンポジウム終演後のご提供となります）。

◆申 込 先：   http://www.jtb.or.jp/sympo.html
＊当財団ウェブサイトよりお申し込み下さい。受付後、参加証請求書をお送りします。
＊参加費お支払い後のお取り消しはご容赦願います。

◆申込締切：7月17日（火） ＊ただし定員に達し次第締め切らせていただきます。

『マーケットインサイト』
（写真は昨年版）

日　時：2012年7月24日（火） 13：30～17：00
会　場：東京・日本橋　ベルサール八重洲　
＊昨年までは経団連会館で開催しておりましたが今年は会場が変わりました　　

＜主催＞公益財団法人 日本交通公社　　　
＜協賛＞ジェイアイ傷害火災保険株式会社

第17回　海外旅行動向シンポジウム



◆お申し込み・お問い合わせ◆

公益財団法人 日本交通公社　観光文化事業部（岡田・堀木）
TEL：03‒5255‒6073（10:00～17:00）　FAX：03‒5255‒6077

〒100-0004　東京都千代田区大手町2‒6‒1　朝日生命大手町ビル17階
URL：http://www.jtb.or.jp　E-mail：jtbfseminar@jtb.or.jp

私たちは旅行・観光に関わる様々な知見の収集、創造、提案などを通して
観光文化の振興を目指す公益法人として、旅行・観光にかかわる研究を行っております。

（2012年4月1日より公益財団法人に移行しました）

13：00 開場

13：30 開会・主催者挨拶

13：40 第１部 マーケット最新動向　
  海外旅行のトレンド転換徹底分析と将来シナリオ
  ◎プレゼンター：黒須   宏志（公益財団法人 日本交通公社   主任研究員）

14：40　休憩

15：00 第２部 LCC参入は海外旅行マーケットの
  パイ拡大に寄与するか？
  ◎パネリスト：牛場   春夫氏（㈱航空経営研究所   副所長）
  　　　　　　  堀   和典氏（オーストラリア政府観光局   日本局長）
  ◎コーディネーター：黒須   宏志（公益財団法人 日本交通公社   主任研究員）

17：00　閉会

プログラム

会   場：ベルサール八重洲 ２階
東京都中央区八重洲1‒3‒7
八重洲ファーストフィナンシャルビル
TEL：03‒3548‒3770（代表）

●「日本橋駅」（東西線・銀座線・浅草線）
　A7出口直結
●「東京駅」（JR線）
　八重洲北口／日本橋口   徒歩3分
●「大手町駅」（丸ノ内線・千代田線・三田線）
　B9出口   徒歩3分


